
 

 

 

 

 

街
の
声
「戦
争
は
絶
対
に
イ
ヤ
」 

戦
争
法
案
の
危
険
な
中
身
が
明
ら

か
に
な
り
、
世
論
調
査
で
も
国
民
の

5
～
6
割
が
反
対
、
8
割
の
国
民

が
今
国
会
で
成
立
す
べ
き
で
は
な
い

と
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。
吹
田
民

商
で
も
署
名
集
め
、
国
会
議
員
要
請

行
動
、
宣
伝
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

6
月
20
日
（
土
）
朝
9
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
ま
で
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅

北
口
に
お
い
て
、
夕
方
4
時
30
分
か

ら
5
時
30
分
ま
で
ダ
イ
エ
ー
前
に

て
、
戦
争
法
案
反
対
宣
伝
署
名
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
工
藤
会
長
、
村
山

さ
ん
、
村
岡
さ
ん
、
植
田
さ
ん
、
事

務
局
6
名
、
総
勢
10
名
で
す
。
署
名

82
筆
を
集
め
、
全
国
商
工
新
聞
号
外
４
０
０
部
を
配
布
し
ま
し
た
。 

 

署
名
を
し
て
く
れ
た
方
の
声 

元
自
衛
隊
員
の
奥
さ
ん 

「
自
衛
隊
員
の
命
も
大
切
。
戦
争
に
は
行
か
せ
た
く
は
な
い
。
」 

自
宅
で
マ
イ
ク
の
声
を
聞
い
て
署
名
に
来
て
く
れ
た
女
性 

「
戦
争
立
法
反
対
の
署
名
を
前
か
ら
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
い
い
機
会
な
の
で
署
名
し
に
来
ま
し
た
。
」 

二
人
連
れ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

「
私
達
も
疎
開
で
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
戦
争
は
イ
ヤ
で
す
。
」 

年
配
の
女
性 

「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
我
慢
し
て
き
た
が
、
戦
争
だ
け
は
我
慢
で
き
ま

せ
ん
。
戦
争
体
験
者
と
し
て
安
倍
首
相
の
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。
」 

子
育
て
中
の
若
い
お
母
さ
ん 

「
息
子
が
二
人
い
ま
す
。
戦
争
に
な
ん
か
行
か
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
安
倍
さ
ん
は
何
を
考
え
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
」 

奈
良
で
9
条
の
会
に
入
っ
て
い
る
女
性 

「
国
会
で
の
や
り
か
た
を
見
て
い
る
と
、
安
倍
首
相
は
怖
い
で
す
。

戦
争
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」 

街
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
戦
争
法
案
は
ア
カ
ン
！
」
と
い
う
声
が
せ

つ
せ
つ
と
寄
せ
ら
れ
た
署
名
宣
伝
行
動
で
し
た
。 

 

全
教
吹
田
教
職
員
組
合
か
ら
の
呼
び
か
け 

子
ど
も
た
ち
に
危
な
い
教
科
書
を
手
渡
さ
せ
な
い
た
め
に 

教
科
書
を
実
際
に
見
て
意
見
を
寄
せ
て
下
さ
い 

展
示
期
間
・
会
場 

6
月
1
日
（
月
）
～
7
月
8
日
（
水
） 

① 

吹
田
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

（
9
時
30
分
～
17
時
00
分 

土
・
日
は
休
館
） 

② 

山
田
駅
前
図
書
館
（
9
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

③ 

学
校
展
示
（
9
時
30
分
～
17
時
00
分 

土
・
日
は
休
館
） 

（
学
校
展
示
会
場
で
は
職
員
室
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
） 

中
学
校
6
校
（
第
二
・
南
千
里
・
豊
津
・
山
田
東
・
竹
見
台
・
古
江
台
） 

意
見
は
、
所
定
用
紙
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「平
和
」の
名
で
若
者
を
戦
争
に
か
り
た
て
る 

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
の
廃
案
を
！ 

 

6
月
14
日
（
日
）
戦
争
す
る

国
づ
く
り
ス
ト
ッ
プ
！
憲
法
を

守
り
・
い
か
す
共
同
セ
ン
タ
ー
主

催
の
「
憲
法
闘
争
全
国
交
流
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
吹
田
民
商
か

ら
吹
南
支
部
の
塚
本
さ
ん
と
事

務
局
の
布
施
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
戦

争
さ
せ
な
い
・
9
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
が
呼

び
か
け
た
国
会
包
囲
行
動
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
で
は

全
国
か
ら
2
万
5
千
人
を
超
え

る
参
加
者
が
戦
争
法
案
絶
対
反
対
と
抗
議
し
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
常
任
理
事
の
塚
本
さ
ん
の
感
想 

6
月
14
日
、
国
会
議
事
堂
近
く
の
星
陵
会
館
ホ
ー
ル
に
て
全
国
か

ら
憲
法
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
の
交
流
会
が
あ
り
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
基
調
報
告
と
共
産
党

の
小
池
副
委
員
長
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
参
加
者
の
報
告
が
19

名
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
の
活
動
報
告
に
、
憲
法
を
守
り
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
活
動
が

日
本
全
国
で
わ
き
あ
が
り
、
共
鳴
し
て
い
る
の
を
感
じ
、
草
の
根
の
運

動
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
布
施
さ
ん
も
壇
上
に
立
ち
、
活
動
報
告

を
さ
れ
、
憲
法
を
守
る
活
動
の
重
要
性
を
話
し
ま
し
た
。 

 

交
流
会
後
、
国
会
議
事
堂
を
包
囲
し
、
「
戦
争
法
案
」
に
抗
議
す
る

デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。
デ
モ
で
は
、
国
民
の
声
の
大
き
な
う
ね
り
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
平
和
を
守
る
活
動
の
重
要
性

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
戦
争
を
す

る
の
か
、
い
ま
止
め
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
商
売
を
続
け
る

に
は
平
和
で
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

7
・
1
閣
議
決
定
撤
回
！
戦
争
法
案
反
対
！ 

府
下
い
っ
せ
い
３
０
０
ヶ
所
宣
伝
行
動 

7
月
1
日
（
水
）
夕
5
時
30
分
～
6
時
30
分 

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
北
口 

署
名
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

国
保
減
免
相
談
日 

7
月
9
日
（
木
）
昼
1
時
00
分
集
合 

吹
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福
祉
会
館
3
Ｆ
） 

班
会
参
加
者
優
先
の
抽
選
方
式
、
集
合
時
間
以
後
は
到
着
順
で
す
。 

分
納
相
談
も
合
わ
せ
て
必
要
な
方
は
、
後
日
設
定
す
る
相
談
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

① 

時
間
よ
り
も
15
分
以
上
早
く
来
場
し
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。 

② 

会
場
の
駐
車
場
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 


